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(54)【発明の名称】 超音波探触子

(57)【要約】
【課題】  超音波素子部の故障が極めて少ないため高品
位であって、かつ患者などの被検体に与える苦痛が少な
く、さらに操作性が良好な、超音波探触子を提供する。
【解決手段】  複数個の圧電素子が整列した凸面形状の
圧電素子配列方向の超音波送受信表面４を有する超音波
素子部１と、この超音波素子部１をその先端部に収納す
る筐体５とを備えた超音波探触子であって、筐体の先端
部６の形状が、超音波素子部１の凸面形状の表面４の中
央部では超音波素子部１の表面４よりも突出し、超音波
素子部１の凸面形状の表面４の両端部では超音波素子部
１の表面４とほぼ同等か若しくは後退するように形成さ
れている超音波探触子。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数個の圧電素子を整列した凸面形状の
圧電素子整列方向の超音波送受信表面を有する超音波素
子部と、この超音波素子部をその先端部に収納する筐体
とを備えた超音波探触子であって、
前記筐体の先端部の形状が、前記超音波素子部の凸面形
状の圧電素子整列方向の前記超音波送受信表面の中央部
では前記超音波素子部の表面よりも突出し、前記超音波
素子部の凸面形状の表面の両端部では前記超音波素子部
の表面とほぼ同等か若しくは後退するように形成されて
いることを特徴とする超音波探触子。
【請求項２】  前記超音波素子部の凸面形状の圧電素子
整列方向の前記超音波送受信表面が、音響レンズもしく
は超音波伝搬媒体からなることを特徴とする請求項１記
載の超音波探触子。
【請求項３】  筐体を形成する材料が、前記超音波素子
部の凸面形状の圧電素子整列方向の前記超音波送受信表
面を形成する材料よりも硬い材料であることを特徴とす
る請求項１記載の超音波探触子。
【請求項４】  前記超音波素子部の凸面形状の圧電素子
整列方向の前記超音波送受信表面がゴム材料からなり、
筐体がプラスチック材料からなることを特徴とする請求
項３記載の超音波探触子。
【請求項５】  前記超音波素子部の曲率半径が約１４ｍ
ｍ以下であることを特徴とする請求項１記載の超音波探
触子。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、医療用超音波診断
装置などに用いられる超音波探触子に関するものであ
る。
【０００２】
【従来の技術】従来、医療用超音波診断装置などに用い
られる超音波探触子としては、例えば、図３に示すよう
な構造を有するものが知られている（特開平１１－１１
３９０５号公報）。すなわち、図３において、超音波素
子部１は、被検体に接触させる表面４から超音波を被検
体内に送信し、かつ反射してくる反射波を受信するもの
であり、超音波素子部の表面は圧電素子を凸面形状に配
列させてコンベックス型としている。また、前記超音波
素子部１は、筐体５により収納されている。そして、前
記筐体５には、前記表面４よりも突出している先端部６
が形成されており、ここで該先端部６の超音波素子部１
の表面４からの突出高さは、頂部が低くなるような不均
一なものとされている。このような形状の先端部を有す
る超音波探触子は、被検体にとっては、超音波探触子の
先端部の突出高さが低く見えることにより、恐怖心を和
らげるという効果を奏する。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかし、このような従
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来の超音波探触子では、超音波素子部である超音波素子
部の故障を有効に防止することが困難であるため、高品
位の超音波探触子を得ることができないという問題点が
あった。また、上記従来の超音波探触子では、先端部６
を表面４からの突出高さが頂部において低くなるような
不均一なものとする必要があるため、筐体の幅ｂを表面
の幅ａに比べてほぼ同等か若しくは狭くすることが不可
能である。このことは、筐体の大きさをある程度以上の
ものとしなければならないことを意味し、特に超音波探
触子を体腔内用として使用するような場合に、被検体に
与える苦痛を少しでも和らげるように筐体の大きさをで
きる限り小さくすることが重要であるが、それも限界が
あり、また操作性の良好な超音波探触子が得られないと
いう点で、問題があった。
【０００４】これらの点について、上記のような構造を
有する従来の超音波探触子を実際に臨床現場において使
用して、超音波素子部が破損などにより故障する場合を
調査した結果、図４に示すように、超音波素子部の凸面
形状の表面の中央部（６４ｃｈ）付近の故障が最も多い
一方で、該表面の両端部(１ｃｈ及び１２８ｃｈ)に近づ
くにしたがって故障の発生が急激に減少する傾向がある
ことを見出し、本件発明に到ったのである。すなわち、
本発明は、このような問題を解決するためになされたも
ので、超音波素子部の故障が極めて少ないため高品位で
あって、かつ患者などの被検体に与える苦痛が少なく、
さらに操作性が良好な、超音波探触子を提供するもので
ある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】本発明の超音波探触子
は、複数個の圧電素子を整列した凸面形状の圧電素子整
列方向の超音波送受信表面を有する超音波素子部と、こ
の超音波素子部をその先端部に収納する筐体とを備えた
超音波探触子であって、筐体の先端部の形状が、超音波
素子部の凸面形状の表面の中央部では超音波素子部の表
面よりも突出し、超音波素子部の凸面形状の圧電素子整
列方向の超音波送受信表面の両端部では超音波素子部の
表面とほぼ同等か若しくは後退するように形成されてい
るという構成を有している。この構成により、高品位で
あって、患者に与える苦痛が少なく、かつ操作性に優れ
た超音波探触子とすることができる。また、本発明の超
音波探触子は、超音波素子部の凸面形状の表面が、音響
レンズもしくは超音波伝搬媒体からなるという構成を有
している。この構成により、超音波を効率よく送受信す
ることができる。
【０００６】さらに、本発明の超音波探触子は、筐体を
形成する材料が、超音波素子部の凸面形状の表面を形成
する材料よりも硬い材料であるという構成を有してい
る。この構成により、超音波素子部を衝撃などから有効
に保護し、超音波素子部における故障の発生率を低下さ
せることができる。また、本発明の超音波探触子は、超
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音波素子部の凸面形状の表面がゴム材料からなり、筐体
がプラスチック材料からなる構成を有している。この構
成により、超音波探触子の機械的強度を向上させるとと
もに、その操作性をさらに良好なものとすることができ
る。さらに、本発明の超音波探触子は、超音波素子部の
曲率半径が約１４ｍｍ以下であるという構成を有してい
る。この構成により、超音波診断を受ける患者の苦痛を
できるだけ低下させると同時に、超音波探触子の操作性
をさらに向上させることができる。
【０００７】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態につい
て、図面を用いて説明する。図１は、本発明の実施の形
態における超音波探触子を構成する、超音波素子部の概
略図である。図１において、複数個の圧電素子２は、ア
レイ状に整列した状態に配列されており、全体として超
音波素子部１の表面が凸面形状（コンベックス形状）を
形成している。図１に示されているのは、１２８ｃｈの
所謂コンベックスタイプの超音波素子部１であるが、チ
ャンネル数はこれに限定されるものではない。圧電素子
２としては、ＰＺＴ系などの圧電セラミックス等の圧電
材料を使用することができる。また図示しないが、圧電
素子２の超音波放射方向(凸面側)には、圧電素子を保護
し、かつ超音波を収束させあるいは伝播させるために、
音響レンズや超音波伝播媒体が設けられる。さらに、超
音波を効率よく送受信するために、圧電素子の被検体側
に、音響整合層が設けられる。また、圧電素子２に対し
て表面とは反対側の面には、圧電素子を保持することお
よび圧電素子から発生する不要な超音波を吸収させるこ
となどを目的として、バッキング材３が設けられてい
る。
【０００８】図２は、本発明の実施の形態における超音
波探触子の概略図であり、（ａ）は正面図、（ｂ）は側
面図である。図２に示すように、本発明の実施の形態に
おける超音波探触子は、超音波素子部１が、凸面形状の
表面４を有しており、筐体５の先端部６に、この超音波
素子部１が収納されている。さらに、筐体５の先端部６
の形状は、超音波素子部１の凸面形状の表面４の中央部
では、超音波素子部１の表面４よりも突出している。一
方、超音波素子部１の凸面形状の表面４の両端部では、
筐体５の先端部６の形状は、超音波素子部１の表面４よ
りも後退するように形成されている。具体的には、図２
において、筐体５のアーム状の先端部６の形状は、その
高さが、超音波素子部１の凸面形状の表面４の高さに対
して、超音波素子部１の３２ｃｈから９６ｃｈの領域ま
では一定の高さで高く、先端部６が超音波素子部１の表
面４よりも突出している。この場合において、先端部６
が、超音波素子部１の表面４よりも、最も高くなるとこ
ろで約１ｍｍ程度高くなっていても、超音波探触子を使
用する診断の際に問題になることはない。そして、超音
波素子部１の凸面形状の表面４の両端部に近づくにした
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がって、筐体５の先端部６の高さは徐々に低くなり、１
～３２ｃｈの間と９６～１２８ｃｈの間では、先端部６
の高さが超音波素子部１の表面４の高さと同等になって
いる。さらに、超音波素子部１の凸面形状の表面４の両
端部（１ｃｈ及び１２８ｃｈ）の近傍では、ｂの幅を有
する先端部６が、ａの幅を有する超音波素子部１の表面
４よりも後退するように（図中、ａ＞ｂとなるように）
形成されている。
【０００９】本発明による超音波探触子では、超音波素
子部１の３２ｃｈから９６ｃｈの領域において、筐体５
の先端部６の高さが表面４の高さに対して高く、先端部
６が表面４よりも突出している構成を採用しているた
め、図４に示されているように故障数が多くなる傾向を
有する超音波素子部の領域を効果的に保護し、機械的な
衝撃による破損などによる故障の発生を防止することが
できる。また、超音波探触子が体腔内を使用領域とする
場合には、超音波診断を受ける患者に可能な限り苦痛を
与えないことは極めて重要なことであり、患者の苦痛を
軽減するためには、超音波探触子の寸法、特に幅を小さ
くすることが有効である。本発明による超音波探触子で
は、表面４の両端部近傍で、先端部６が超音波素子部１
の表面４よりも後退するように先端部６を形成する構成
を採用しているため、先端部６の幅ｂを超音波素子部１
の表面４の幅ａよりも小さくし、超音波探触子の最大幅
が超音波素子部１の表面４の幅ａとなるようにすること
により、患者に苦痛を与えないようにすることができ
る。
【００１０】本発明による超音波探触子における超音波
素子部１の凸面形状の表面４は、圧電素子からの超音波
を収束させあるいは伝播させるように、音響レンズもし
くは超音波伝搬媒体からなるものとすることができる。
音響レンズもしくは超音波伝搬媒体は、生体とほぼ音響
インピーダンスが等しく、超音波伝播損失が小さく、ま
た被検体との密着性が高いものが望ましい。
また、筐体５を形成する材料が、超音波素子部１の凸面
形状の表面４を形成する材料よりも硬い材料であるのが
好ましい。この場合において、筐体５の先端部６が、筐
体の他の部分と異なる材料で形成されている場合には、
先端部６を形成する材料が、超音波素子部１の凸面形状
の表面４を形成する材料よりも硬い材料であるのが望ま
しい。
具体的には、超音波素子部１の凸面形状の表面４をゴム
材料で形成し、筐体５（特にその先端部６）をプラスチ
ック材料で形成することができる。表面４に使用するゴ
ム材料は、天然ゴム、合成ゴムなどの任意のゴム材料で
あってよいが、表面４が音響レンズとしての機能を果た
す場合には、シリコーンゴムなどとするのが好ましく、
また超音波伝播媒体としての機能を果たす場合には、ウ
レタンゴムまたはブタジエンゴムなどとするのが好まし
い。一方、筐体５に使用するプラスチック材料は、ポリ
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エチレン、ポリプロピレン、またはポリスチレンなどの
汎用樹脂、またはポリカーボネートなどの汎用エンジニ
アリングプラスチック、あるいはＦＲＰなどの強化プラ
スチック材料等であってよい。このプラスチック材料と
しては、成形性が良好である一方、対衝撃性なとの機械
的強度が高いものが望ましい。
【００１１】さらに、本発明による超音波探触子におい
ては、患者に与える苦痛をできる限り軽減するとの観点
から、超音波素子部の曲率半径を約１４ｍｍ以下とする
のが好ましい。
なお、上記実施の形態では、超音波素子部の凸面形状の
表面の両端部付近で、筐体の先端部の形状が超音波素子
部の表面よりも後退するように形成されている場合につ
いて説明したが、筐体の先端部が超音波素子部の表面と
ほぼ同等の高さとなるように形成されている場合であっ
ても、同様の効果が得られる。
【００１２】
【発明の効果】以上説明したように、本発明は、複数個
の圧電素子を整列した凸面形状の圧電素子整列方向の超
音波送受信表面を有する超音波素子部と、この超音波素
子部をその先端部に収納する筐体とを備えた超音波探触
子において、上記筐体の先端部の形状が、上記超音波素
子部の凸面形状の表面の中央部では上記超音波素子部の
表面よりも突出し、上記超音波素子部の凸面形状の表面*
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*の両端部では上記超音波素子部の表面とほぼ同等か若し
くは後退するように形成することにより、超音波素子部
の故障が極めて少ないため高品位であって、かつ患者な
どの被検体に与える苦痛が少なく、さらに操作性が良好
であるという優れた効果を有する超音波探触子を提供す
ることができるものである。
【００１３】
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態における超音波素子部の概
略図
【図２】本発明の実施の形態における超音波探触子の概
略正面図（ａ）及び概略側面図（ｂ）
【図３】従来の超音波探触子の概略正面図（ａ）及び概
略側面図（ｂ）
【図４】従来の超音波探触子における超音波素子部の破
損統計図
【符号の説明】
１  超音波素子部
２  圧電素子
３  バッキング材
４  超音波素子部の表面
５  筐体
６  筐体の先端部

【図１】 【図２】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种超声波探头，其由于超声波元件部分的极少的故
障而具有高质量，对诸如患者的对象的疼痛较小，并且具有良好的可操
作性。 解决方案：超声元件部分1具有在凸压电元件阵列方向上布置有
多个压电元件的超声发射/接收表面4，以及在其尖端处容纳超声元件部
分1的壳体5。 在具有壳体的顶端部6的形状的超声波探头中，超声波元
件部1的凸面4的中央部比超声波元件部1的面4突出更多。 超声波探头形
成为在超声波元件单元1的凸表面4的两端处基本等于或从超声波元件单
元1的表面4缩回。
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